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本白根山における2018年噴火後の自然電位および地磁気全磁力観測
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　2018年1月23日、草津白根山の本白根山で水蒸気噴火が発生し、鏡池北火砕丘や鏡池に複数の噴火口が形成

された。噴火後、一時活発化した噴火口付近のごく浅部を震源とする地震活動は減少し、また噴気等の熱的な

表面活動も同年2月下旬以降は終息している。気象庁地磁気観測所では噴火後の本白根山地下の熱的状態を把

握することを目的として、本白根山山頂周辺部において自然電位観測および地磁気全磁力観測を実施した。 

　自然電位の測定はこれまでに数多くの火山で実施され、火山活動との関係について研究され、主に火山地下

浅部の熱水対流との関係性について議論されてきた。しかし、最近の研究では、自然電位分布は比抵抗構造や

浸透率、ゼータ電位等に依存し、解釈が難しい面のあることも指摘されている。本白根山において

は、2003年の第４回草津白根山集中総合観測（以下、2003年集中観測と略す）で実施された自然電位観測の

中で、鏡池北火砕丘の北部から東部の遊歩道沿いで自然電位測定がなされたのが唯一であり、山頂部周辺の自

然電位の全体的分布はこれまでわかっていなかった。 

　こうした背景を踏まえ、2018年6月30日から7月2日にかけて本白根山山頂部周辺の約130点において自然

電位の測定を実施した。電極は銅・硫酸銅電極を使用し、測定間隔は約50ｍ、測定方法はいわゆる全電位法で

行った。地形効果の補正は、鏡池の東側斜面の測線において標高と電位に明瞭な負の相関(-1.3mV/m)が認めら

れたため、この相関係数を全測点に適用することにより行った。その結果、本白根山山頂部周辺では

200～500mVの正の電位分布を示すことがわかった。特に鏡池の西～南西側や、2018年の噴火の主噴火口が

ある鏡池北火砕丘の周縁部などで局所的に電位が高い領域が認められた。これらの領域では、山体上部への熱

水の流れが周囲よりも卓越していることが可能性の一つとして考えられる。また、2003年集中観測時の測定

結果と比較したところ、鏡池北火砕丘噴火口の北～北東部において100mV程度の有意な電位の時間変化のある

ことがわかった。この変化は2018年の噴火に関連して地下水の流れが変わったことを反映している可能性も

示唆される。 

　地磁気全磁力観測については、本白根山山頂部周辺に全磁力繰返し観測点を10点選定し携帯型のプロトン磁

力計を用いて観測をおこなった。2018年6月（6/28-30）に1度目の観測をした後、8月(8/28-29)および10月

(10/7)に繰返し観測を実施した。その結果、約3ヶ月の期間に明瞭な全磁力変化は観測されず、噴火後の本白

根山において急速な熱消磁もしくは冷却による帯磁は発生していないことが確認された。 

　なお、自然電位および地磁気全磁力とも今年再度観測を行い、時間的変化の有無を調査する予定である。
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